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「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
に
生
き
る
「
国
語
表
現
」

ー
教
科
横
断
の
視
点
か
ら
探
究
的
な
学
び
を
つ
く
る
ー

は
じ
め
に

本
稿
は
総
合
的
な
探
究
の
時
間
と
関
連
づ
け
た
国
語
表
現
の
授
業
実
践
報
告
で

あ
る
。
授
業
で
生
徒
が
身
に
つ
け
た
力
は
、
そ
の
科
目
の
み
で
完
結
す
る
の
で
は

な
く
、
他
教
科
•
他
科
目
で
の
学
習
や
将
来
に
活
か
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

授
業
で
身
に
つ
け
た
資
質
・
能
力
を
も
と
に
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
探
究
し
て
ほ
し

い
。
筆
者
は
令
和
元
年
度
、
総
合
的
な
探
究
の
時
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
デ
ザ
イ
ン

と
授
業
運
営
を
お
こ
な
う
立
場
に
あ
っ
た
が
、
総
合
的
な
探
究
の
時
間
に
お
け
る

資
質
・
能
力
の
育
成
に
対
す
る
国
語
科
の
役
割
は
非
常
に
大
き
い
と
感
じ
て
い
る
。

令
和
四
年
度
よ
り
全
面
実
施
と
な
る
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
か
ら
教
科
等
横
断
的
な
視
点
に
立
っ
た
資
質
・
能
力

の
育
成
が
重
視
さ
れ
、
国
語
科
で
は
言
語
力
の
育
成
を
図
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
教
育
課
程
の
軸
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
総
合
的
な
探
究
の
時
間
で
は
、

各
教
科
・
科
目
で
育
成
す
る
資
質
・
能
力
と
関
連
付
け
る
こ
と
、
各
教
科
・
科
目

等
に
お
け
る
見
方
・
考
え
方
を
総
合
的
・
統
合
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

国
語
科
に
お
け
る
教
科
横
断
の
視
点
に
よ
る
授
業
や
、
総
合
的
な
探
究
（
学

習
）
の
時
間
と
関
連
し
た
授
業
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が

の
授
業
実
践

あ
る
。
井
上
雅
彦
は
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
が
有
効
に
機
能
す
る
た
め
に
は
、

国
語
科
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
」
と
し
て
、
国
語
科
と
総
合
的
な
学
習
の

時
間
の
連
携
を
考
察
し
て
い
る
。
八
田
幸
恵
・
渡
邊
久
暢
は
現
代
文
の
「
こ
こ
ろ

論
文
」
の
実
践
に
お
い
て
、
探
究
を
導
く
「
問
い
」
を
自
立
し
て
設
定
す
る
能
力

を
形
成
す
る
道
筋
を
提
案
し
て
い
る
。
井
上
志
音
は
灘
中
学
校
・
高
等
学
校
に
お

い
て
、
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
(

I

B

)

の
「
知
の
理
論

(
T
o
k
)
」
の
考
え
方
を

援
用
し
な
が
ら
、
教
科
横
断
を
導
入
し
た
国
語
科
に
お
け
る
探
究
学
習
を
実
践
し

て
い
る
。

表
現
の
指
導
に
つ
い
て
は
、
兵
庫
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会
国
語
部
会
が

一
九
九
五
年
に
『
自
己
を
ひ
ら
く
表
現
指
導
』
（
右
文
書
院
）
を
発
刊
し
て
い
る

が
、
田
中
宏
幸
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
国
語
表
現
に
関
す
る
年
間
を
通
し
た
学
習

指
導
記
録
や
実
践
報
告
の
数
は
多
く
な
い
。

本
稿
で
述
べ
る
実
践
は
国
語
表
現
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
。
中
央
教
育
審
議
会

の
答
申
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
高
等
学
校
の
国
語
教
育
で
は
表
現
の
指
導

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
新
科
目
「
現
代
の
国
語
」
「
論
理
国
語
」
等
で
は
「
話

8
 

す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
「
書
く
こ
と
」
の
授
業
時
数
が
拡
充
し
、
「
国
語
表
現
」
の

標
準
単
位
は
一
単
位
増
え
て
四
単
位
と
な
っ
て
い
る
。
国
語
科
に
お
け
る
表
現
力

兵
庫
県
立
武
庫
荘
総
合
高
等
学
校
膵
｛
部
『
尚
]
樹
〖-11 -



Il 
の
育
成
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

以
上
を
ふ
ま
え
て
、
本
稿
で
は
特
に
三
つ
の
単
元
を
取
り
上
げ
、
教
科
横
断
の

視
点
か
ら
総
合
的
な
探
究
の
時
間
と
関
連
づ
け
た
国
語
表
現
の
年
間
の
授
業
実
践

に
つ
い
て
述
べ
る
。
本
実
践
の
内
容
は
国
語
表
現
の
み
な
ら
ず
、
「
現
代
の
国
語
」

「
論
理
国
語
」
等
に
も
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

授
業
の
概
要
と
ね
ら
い

兵
庫
県
立
武
廊
荘
総
合
高
等
学
校
に
お
け
る
授
業
の
概
要
を
述
べ
る
。

国
語
表
現
の
授
業
概
要

ま
ず
、
実
践
内
容
で
あ
る
国
語
表
現
（
二
単
位
）
の
授
業
概
要
を
述
べ
る
。

・
対
象
総
合
学
科
二
年
次
（
授
業
選
択
者
二
八
名
X

三
講
座
、
合
計
八
四
名
）

・
期
間
令
和
元
年
四
月

1
令
和
二
年
三
月

・
使
用
教
科
書
大
修
館
書
店
『
国
語
表
現
改
訂
版
』

・
学
習
目
標

①
社
会
に
目
を
向
け
て
、
情
報
を
収
集
し
、
探
究
の
プ
ロ
セ
ス
に
基
づ
い
て
、

自
分
の
考
え
を
論
理
的
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
社
会
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
論
理
性
を
判
断
し
な
が
ら
話
し
合
っ
た

り
、
表
現
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
自
己
の
キ
ャ
リ
ア
と
結
び
つ
け
な
が
ら
、
言
葉
遣
い
、
文
体
な
ど
の
表
現
を

工
夫
し
て
、
自
分
の
考
え
を
効
果
的
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

④
表
現
を
互
い
に
批
評
し
あ
い
し
な
が
ら
、
自
分
の
表
現
や
推
敲
に
役
立
た
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。

⑤
語
彙
力
を
つ
け
、
表
現
の
特
色
や
言
語
の
役
割
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
年
間
の
学
習
活
動

大
ま
か
に
は
次
の
三
つ
の
時
期
に
分
け
て
授
業
を
展
開
し
た
。
太
字
は
本
稿
で

詳
細
に
述
べ
る
単
元
で
あ
る
。
（
年
間
指
導
表
は
【
資
料
1
】
を
参
照
）
。

《
四
月

1
七
月
表
現
の
基
礎
を
身
に
つ
け
る
》

・
ス
ピ
ー
チ
、
エ
ッ
セ
ー
、
小
論
文
で
表
現
の
基
礎
を
身
に
つ
け
る
。

（
題
材
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
修
学
旅
行
に
合
わ
せ
た
も
の
。
）

・
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
発
表
す
る
。

（
講
座
内
発
表
会
の
あ
と
、
校
内
の
教
職
員
を
招
い
て
、
代
表
者
に
よ
る

講
座
合
同
の
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
。
）

《
九
月

1
一
月
社
会
に
目
を
向
け
て
表
現
す
る
》

・
社
会
問
題
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

•
新
聞
投
書

・
デ
ィ
ベ
ー
ト

•
新
書
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

（
自
分
の
興
味
•
関
心
の
あ
る
分
野
、
進
路
に
関
連
の
あ
る
分
野
の
新
書

に
限
定
し
て
、
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を
実
施
す
る
。
）

《
-
1
二
月
自
己
の
キ
ャ
リ
ア
を
表
現
す
る
》

・
自
己
P
R
文
作
成

・
模
擬
面
接

・
志
望
動
機
書
作
成
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二
総
合
的
な
探
究
の
時
間
（
二
年
次
）
の
授
業
概
要

次
に
、
総
合
的
な
探
究
の
時
間
の
概
要
を
述
べ
る
。
学
習
指
導
要
領
改
訂
に
伴

い
令
和
元
年
度
に
は
総
合
的
な
探
究
の
時
間
が
先
行
実
施
と
な
っ
て
お
り
、
全
国

の
高
等
学
校
で
探
究
活
動
が
本
格
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
総
合
学
科
で，
 

は
平
成
六
年
度
の
設
置
以
来
、
課
題
研
究
が
原
則
必
履
修
科
目
と
な
っ
て
お
り
、

本
校
で
も
平
成
一
五
年
度
の
開
校
以
来
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
探
究
学
習
を

お
こ
な
っ
て
い
る
。
そ
の
指
導
の
蓄
積
を
活
か
し
つ
つ
、
令
和
元
年
度
の
先
行
実

施
を
前
に
し
て
、
よ
り
充
実
し
た
探
究
学
習
と
な
る
よ
う
に
授
業
内
容
を
変
更
し

た
。
対
象
生
徒
は
そ
の
授
業
を
受
け
て
い
る
。

゜

・
対
象
総
合
学
科
二
年
次
（
一
単
位
）
〔
三
年
次
（
二
単
位
）
も
継
続
〕

・
使
用
テ
キ
ス
ト
『
総
合
的
な
探
究
の
時
間
探
究
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』

・
学
習
目
標

①
課
題
の
発
見
と
解
決
に
必
要
な
知
識
・
技
能
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
知
識
・
技
能
）

②
自
分
と
社
会
の
関
わ
り
か
ら
、
自
ら
探
究
課
題
（
問
い
）
を
立
て
、
そ
の
課

題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
情
報
を
集
め
、
整
理
・
分
析
し
、
ま
と
め
•
発
表

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
思
考
・
判
断
・
表
現
）

③
主
体
的
・
協
働
的
に
探
究
活
動
を
お
こ
な
い
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
探
究
し
よ

う
と
す
る
態
度
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
主
体
的
に
学
習
に
取
り

組
む
態
度
）

・
年
間
の
学
習
活
動

①
自
分
の
興
味
•
関
心
や
社
会
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
研
究
テ
ー
マ

を
設
定
す
る
。
配
属
さ
れ
た
ゼ
ミ
で
活
動
を
進
め
る
。

②
研
究
計
画
を
た
て
、
文
献
調
査
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、

観
察
・
実
験
な
ど
の
調
査
活
動
に
取
り
組
む
。
調
査
結
果
を
分
析
す
る
。

③
研
究
成
果
を
発
表
す
る
。

④
論
文
（
二
年
次
で
は
二

0
0
0
字
程
度
）
に
ま
と
め
る
。

三
授
業
テ
ザ
イ
ン
の
ポ
イ
ン
ト

国
語
表
現
の
授
業
で
は
、
次
の
四
点
に
つ
い
て
特
に
工
夫
し
た
。

①
国
語
表
現
と
総
合
的
な
探
究
の
時
間
と
の
教
科
連
携
を
図
る
こ
と

本
稿
の
要
点
で
あ
る
。
国
語
表
現
の
学
習
活
動
の
う
ち
、
総
合
的
な
探
究
の
時

間
と
密
接
に
関
連
す
る
の
は
九

1
―
二
月
の
三
つ
の
単
元
で
あ
り
、
次
章
で
詳

し
く
述
べ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
[
図
ー
]
の
よ
ぅ
に
関
連
し
て
い
る
o

②
学
習
目
標
と
評
価
規
準
を
明
確
に
し
て
示
す
こ
と

「
活
動
あ
り
き
」
で
は
な
く
「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
」
を
考
え
て
、
指

導
と
評
価
の
一
体
化
を
目
指
し
た
。
授
業
プ
リ
ン
ト
（
【
資
料
2
】
)
に
は
授
業

の
目
標
お
よ
び
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
等
の
評
価
規
準
を
示
し
た
。
ま
た
評
価
規
準
を

も
と
に
自
己
評
価
・
相
互
評
価
の
機
会
を
設
け
た
。

③
組
織
的
に
授
業
を
す
る
こ
と

教
員
一
人
が
担
当
す
る
授
業
の
み
で
実
施
す
る
の
で
は
な
く
、
学
習
目
標
、
評

2
 

価
、
活
動
を
担
当
教
員
で
作
り
、
組
織
的
に
取
り
組
ん
だ
。
具
体
的
に
は
、
毎

単
元
で
目
標
、
展
開
、
評
価
方
法
と
評
価
規
準
を

A
4
用
紙
一
枚
程
度
に
ま

と
め
た
学
習
指
導
案
（
略
案
）
を
共
同
で
作
成
し
、
共
有
し
た
（
【
資
料

3
】

を
参
照
）
。
こ
の
作
業
に
よ
っ
て
、
各
ク
ラ
ス
の
実
態
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、

目
標
や
指
導
事
項
の
共
通
理
解
を
図
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
指
導
案
（
年
間
で

-13 -



..単元.... ： i科目名. 

総

合

年的

間な

の探

活究

動の

時

間

プ社

レ会

ゼ問

ン題

知的好奇心を持っ 自分（たち）が取り自己のキャリアとの
探究のプロセスを理

探究することができ について調べること起きている問題を知解することができ

る。 ができる。 ることができる。 る。

［図 1]総合的な探究の時間と国語表現（三単元）で育成を目指す資質・能力の関連表

一

七

枚

）

、

学

習

プ

リ

ン

ト

（

年

間

で

三

四

枚

）

は

す

べ

て

校

内

の

共

有

フ

ォ

ル

ダ

に

保

存

し

、

次

年

度

以

降

も

適

宜

変

更

を

加

え

な

が

ら

利

用

で

き

る

よ

う

3
 

に

し

た

。

こ

れ

に

よ

り

、

学

校

と

し

て

組

織

的

な

指

導

を

展

開

す

る

こ

と

を

目

指

し

た

。

④
I
C
T機器
（

ス

マ

ー

ト

フ

ォ

ン

）

を

利

活

用

す

る

こ

と

授

業

で

は

生

徒

個

人

の

ス

マ

ー

ト

フ

ォ

ン

を

利

用

し

、

発

表

に

向

け

た

調

査

、

原

稿

の

下

書

き

、

清

書

の

提

出

や

投

票

に

用

い

た

。

特

に

令

和

二

年

の

コ

ロ

ナ

禍

以

降

、

学

校

現

場

で

I
C
T環境
の

整

備

が

急

速

に

進

み

、

ス

マ

ー

ト

フ

ォ

ン

や

タ

ブ

レ

ッ

ト

、

各

種

ソ

フ

ト

・

ア

プ

リ

ケ

ー

シ

ョ

ン

等

の

利

活

用

が

進

ん

で

お

り

、

様

々

な

実

践

報

告

が

な

さ

れ

て

い

る

。

し

か

し

本

実

践

時

は

教

室

の

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

環

境

や

個

人

用

タ

ブ

レ

ッ

ト

な

ど

の

I
C
T機器
の

整

備

が

5
 

進

ん

で

お

ら

ず

、

生

徒

個

人

の

ス

マ

ー

ト

フ

ォ

ン

を

利

用

し

た

。

授

業

の

実

際

次

に

、

総

合

的

な

探

究

の

時

間

と

密

接

に

関

連

し

た

三

単

元

に

つ

い

て

詳

細

を

述

べ

る

。

こ

の

時

期

は

、

自

己

の

キ

ャ

リ

ア

を

考

え

る

前

に

、

世

の

中

や

社

会

で

起

き

て

い

る

問

題

に

目

を

向

け

て

ほ

し

い

と

い

う

思

い

か

ら

、

「

社

会

に

目

を

向

6
 

ー

け

て

表

現

す

る

」

と

い

う

テ

ー

マ

を

掲

げ

た

。

社

会

問

題

プ

レ

ゼ

ン

テ

ー

シ

ョ

ン

こ

の

単

元

で

は

、

自

分

が

関

心

の

あ

る

社

会

問

題

に

つ

い

て

「

問

い

↓

主

張

」

の

形

で

数

枚

の

A
4用紙
を

提

示

し

な

が

ら

発

表

し

た

。

発

表

方

法

に

は

「

K
P

法

」

を

用

い

た

。

「

K
P法」
と

は

「

紙

芝

居

プ

レ

ゼ

ン

テ

ー

シ

ョ

ン

」

の

略

で

、

m
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キ
ー
ワ
ー
ド
や
図
を
入
れ
た
数
枚
の
紙
を
黒
板
に
貼
り
な
が
ら
発
表
す
る
も
の
で

あ
る
。
パ
ソ
コ
ン
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
等
の

I
C
T
環
境
が
必
要
な
く
、
内
容
を

視
党
化
し
て
発
表
が
で
き
る
こ
と
が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

（
一
）
単
元
の
概
要

単
元
名

k
P
法
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
よ
う

時
期
令
和
元
年
九
月
（
全
六
時
間
）

単
元
目
標

・
社
会
問
題
に
つ
い
て
、
問
い
を
立
て
、
情
報
を
収
集
し
、
分
析
し
て
、
自
分

の
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
〔
指
導
事
項
ニ
ア
〕

・
フ
リ
ッ
プ
（
発
表
シ
ー
ト
）
を
使
っ
て
、
わ
か
り
や
す
く
、
聞
き
手
を
ひ
き

つ
け
な
が
ら
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
二
）
授
業
の
展
開

①
導
入
・
指
導
者
の
発
表
見
本
（
【
資
料
4
】
)
で
発
表
の
方
法
や
ポ
イ
ン
ト
を
知
る
。

・
「
テ
ー
マ
集
」
（
小
論
文
の
テ
ー
マ
別
資
料
集
の
目
次
な
ど
）
か
ら
自
分
の
興

味
の
あ
る
分
野
、
自
分
の
進
路
に
関
わ
る
分
野
の
社
会
問
題
を
選
ぶ
。

②
調
査
活
動

・
選
ん
だ
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
資
料
集
等
で
調
査
す
る
。

・
調
べ
た
こ
と
を
下
書
き
シ
ー
ト
（
【
資
料
5
】
を
参
照
）
に
ま
と
め
る
。

③
発
表
準
備

・
調
べ
た
こ
と
を
も
と
に
、
フ
リ
ッ
プ
の
下
書
き
、
発
表
メ
モ
、
フ
リ
ッ
プ
を

作
成
す
る
。
フ
リ
ッ
プ
は

A
4
用
紙
に
マ
ジ
ッ
ク
で
記
入
す
る
。

フ
リ
ッ
プ
に
は
「
テ
ー
マ
」
「
問
い
」
「
主
張
」
「
参
考
文
献
」
の
四
つ
を
明

示
す
る
よ
う
に
伝
え
、
議
論
の
整
理
が
し
や
す
い
よ
う
に
し
た
。

※
指
導
上
の
留
意
点

・
問
い
と
主
張
を
正
し
く
結
び
つ
け
る
こ
と

「
な
ぜ
か
」
と
い
う
問
い
に
は
理
由
を
書
く
、
「
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」
と
い

う
問
い
に
は
手
段
を
書
く
、
と
い
う
よ
う
に
問
い
と
主
張
を
結
び
つ
け
、
論

理
に
一
貰
性
を
持
た
せ
る
よ
う
指
導
す
る
。
現
代
文
考
査
の
記
述
問
題
で
、

理
由
を
聞
か
れ
て
い
る
の
に
「
＼
こ
と
。
」
と
答
え
て
し
ま
う
よ
う
に
、
こ

の
対
応
を
理
解
で
き
て
い
な
い
生
徒
は
多
い
。
下
書
き
シ
ー
ト
で
は
、
「
問

い
」
と
「
主
張
」
を
「
例
」
を
付
し
て
上
下
に
繋
げ
、
両
者
の
対
応
が
自
分

で
確
認
し
や
す
い
よ
う
工
夫
し
た
（
【
資
料
5
】
の
左
下
部
分
を
参
照
）
。

・
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
具
体
例
や
デ
ー
タ
を
入
れ
る
こ
と

テ
ー
マ
に
つ
い
て
調
べ
た
発
表
者
に
と
っ
て
は
理
解
で
き
る
内
容
で
も
初
め

て
聞
く
人
に
は
理
解
し
づ
ら
い
こ
と
も
多
い
。
具
体
例
や
デ
ー
タ
を
入
れ
る

こ
と
で
聞
き
手
が
想
像
し
や
す
い
よ
う
な
説
明
を
す
る
よ
う
に
指
導
し
た
。

・
文
章
で
は
な
く
図
で
伝
え
る
こ
と

ス
ラ
イ
ド
作
成
の
基
本
で
あ
る
。
で
き
る
だ
け
文
章
量
を
減
ら
し
、
グ
ラ
フ

8
 

や
図
な
ど
で
視
覚
的
に
わ
か
り
や
す
く
示
す
こ
と
を
促
し
た
。

・
出
典
（
参
考
文
献
）
を
入
れ
る
こ
と
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探
究
活
動
に
お
け
る
調
査
の
基
本

で
あ
る
。
主
張
の
根
拠
づ
け
に
は

出
典
が
必
要
で
あ
る
こ
と
の
意
識

付
け
を
図
っ
た
。
そ
の
た
め
フ
リ

ッ

プ
に
も
「
参
考
文
献
」
を

一
枚
入

れ
る
よ
う
に
指
示
し
た
。
今
回
は

授

業

時

数

の

関

係

で

ス

マ

ー

ト

フ
ォ
ン
の
み
で
調
査
を
お
こ
な
っ

た
が
、
で
き
る
だ
け
信
ぴ
ょ
う
性

の
あ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト

を
挙
げ
る
よ
う
に
指
導
し
た
。

④
発
表

•
四
ー
五
人
の
グ

ル
ー
プ
を
作
り
、

グ
ル
ー
。フ
内
発
表
を
す
る
0

[図
2

]

．
机

の
上
に
フ
リ
ッ
プ
を
並
べ
な
が

ら
発
表
す
る
。
（
発
表
三
分

＋
質
疑

応
答
二
分）

・
聞
き
手
は
発
表
者
に
質
問
を
し
、

評
価
シ
ー
ト
を
も
と
に
評
価
を
す
る
。

・
代
表
者
が
全
体
で
発
表
す
る
。
「図
3

]

こ
の
よ
う
な
発
表
の
機
会
で
は

質
問
が
重
要
で
あ
る
。
発
表
者
に
と
っ

て
は
自
分
の
発

表
の

不
十
分
な
占
~

［図3]全体発表の様子 ［図2] グループ内発表の様子

を
理
解
で
き
た
り
、
気
づ
い
て

い
な

い
視
点

を
得
ら
れ
た
り
す
る
。
聞
き
手
に
と

っ
て
は

質
問
を
す
る
前
提
で
聞
く
こ
と
で
集
中
力
が

増
す
。
よ
っ
て
一
人
―
つ
は
質
問
を
す
る
よ

う
に
伝
え
た
。
た
だ
、
生
徒
の
多
く
は
質
問

の
方
法
を
理
解
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
[
図

4

]

の
よ
う
な
「
質
問
の
ワ
ザ
」
を
黒
板
に

貼
り
出
し
て
参
考
に
す
る
よ
う
に
促
す
と
、

比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
質
疑
応
答
が
お
こ
な
わ

れ
た
。

ま
た
、
目
標
に
対
応
し
た
評
価
項

H
を
基

に
し
た
相
互
評
価

（
【資
料

2
】
参
照
）
に
よ
っ
て
代
表
者
を
選
出
し
た
。
代
表

者
は
次
の
時
間
に
全
員
の
前
で
発
表
し
た
。

⑤
小
論
文

•
発
表
内
容
を
六
0
0

字
程
度
の
小
論
文
の
形
で
ま
と
め
る

。

（三
）
成
果
と
課
題

①
探
究
の
プ
ロ
セ
ス
を
短
時
間
で
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

下
書
き
シ
ー
ト
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
従
っ
て
発
表
準
備
を
す
る
こ
と
で
、
問
い

立
て
↓
調
査
↓
ま
と
め
と
い
う
探
究
の
プ
ロ
セ
ス
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

問
い
立
て
に
つ
い
て
は
、
下
書
き
シ
ー
ト
を
用
い
て
何
度
も
個
別
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
を
お
こ
な
っ
た
e

こ
の
経
験
を
探
究
活
動
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
。

質問のワザ

①どういうことですか？ （説明）

②なぜですか？ （理由）

③具体的には？ （具体例）

④私は00だと思うのですが、あなた
が△△だと思うのはなぜですか？

（自分の考え）

⑤本当に00なんですか？ （批判）

［図4]掲示した r質問のワザ」
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《
生
徒
の
発
表
テ
ー
マ
（
一
部
）
》

・
ペ
ッ
ト
の
殺
処
分
を
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。

・
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
を
減
ら
す
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。

・
児
童
虐
待
を
減
ら
す
た
め
の
方
法
は
な
に
か
。

・
格
差
社
会
に
対
し
て
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

•
L
G
B
T

の
人
に
対
す
る
受
け
入
れ
方
は
日
本
と
海
外
で
な
ぜ
違
う
の
か
。

②
社
会
問
題
に
つ
い
て
調
べ
る
経
験
と
な
っ
た
こ
と

「
L
G
B
T
」
「
経
済
格
差
」
「
若
者
の
投
票
率
」
「
学
力
低
下
」
な
ど
の
社
会
問

題
に
つ
い
て
詳
し
く
調
べ
る
こ
と
は
初
め
て
で
あ
っ
た
生
徒
も
多
か
っ
た
。

《
生
徒
の
ふ
り
か
え
り
》

•
世
の
中
に
は
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
社
会
問
題
が
あ
る
と
気
づ
い
た
。

・
一
か
ら
自
分
で
調
べ
て
み
た
ら
気
づ
く
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
気
づ
い

た
と
き
が
嬉
し
か
っ
た
し
、
み
ん
な
に
言
い
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

•
発
表
し
た
時
に
、
も
っ
と
調
べ
て
ま
と
め
て
発
表
す
れ
ば
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
た
く
さ
ん
の
反
省
点
が
あ
っ
た
の
で
、
総
合
の
時
に
発

表
す
る
と
き
に
は
気
を
つ
け
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

③
k
P
法
に
よ
っ
て
効
果
的
な
発
表
が
で
き
た
こ
と

今
回
採
用
し
た

k
P
法
の
発
表
形
式
に
は
次
の
よ
う
な
利
点
が
あ
っ
た
。

•
発
表
内
容
が
整
理
で
き
る
こ
と

，
 

自
分
の
考
え
や
調
査
内
容
を
整
理
で
き
る
こ
と
も
利
点
で
あ
っ
た
。
す
べ
て
の

発
表
が
、
何
を
言
い
た
い
発
表
な
の
か
が
明
確
に
わ
か
る
も
の
で
あ
っ
た
。

•
発
表
内
容
が
視
覚
的
で
わ
か
り
や
す
い
こ
と

聞
き
手
が
初
め
て
聞
く
内
容
で
も
、
視
覚
的
で
わ
か
り
や
す
い
フ
リ
ッ
プ
が
あ

る
た
め
理
解
し
や
す
か
っ
た
。
ま
た
、

K
P
法
で
は
す
べ
て
の
ペ
ー
ジ
が
貼
り
出

し
て
あ
る
た
め
、
内
容
の
軌
跡
、
議
論
の
流
れ
も
わ
か
り
や
す
か
っ
た
（
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
で
は
前
の
ス
ラ
イ
ド
が
表
示
さ
れ
な
い
）
。

•
発
表
者
が
話
し
や
す
い
こ
と

資
料
提
示
の
な
い
ス
ピ
ー
チ
で
は
二
分
間
も
話
せ
な
い
生
徒
で
も
、
フ
リ
ッ
プ

を
提
示
し
な
が
ら
話
す
と
規
定
時
間
の
三
分
を
超
え
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
ま
た
、
聴

衆
を
終
始
見
な
く
て
も
よ
い
こ
と
、
フ
リ
ッ
プ
作
成
の
過
程
で
発
表
へ
の
心
構
え

が
十
分
に
で
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
発
表
者
は
比
較
的
緊
張
し
な
か
っ
た
。

《
生
徒
の
ふ
り
か
え
り
》

•
初
め
て
k
P

法
と
い
う
の
を
や
っ
て
み
て
、
今
ま
で
の
発
表
と
違
い
見
出
し

が
出
て
い
る
の
で
発
表
が
し
や
す
か
っ
た
。
何
を
大
き
く
書
こ
う
か
考
え
る
こ

と
も
あ
っ
た
の
で
大
変
だ
っ
た
が
、
図
も
書
け
た
し
有
効
に
使
え
た
と
思
う
。

ま
た
こ
の
授
業
の
あ
と
、
総
合
の
ゼ
ミ
で
す
ぐ
k
P
法
を
や
っ
た
。
国
語
表
現

で
経
験
し
て
い
た
の
で
上
手
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
よ
う
に
総
合
的
な
探
究
の
時
間
で
も
同
じ
形
態
で
発
表
を
さ
せ
て
い
る
ゼ

ミ
も
あ
っ
た
。

ニ

新

聞

投

書

前
単
元
に
引
き
続
き
社
会
へ
の
意
識
を
持
た
せ
な
が
ら
、
読
み
手
を
意
識
し
た

文
章
を
書
く
こ
と
に
焦
点
を
当
て
る
。
田
中
宏
幸
は
「
課
題
設
定
や
取
材
」
の
段
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20 

階
で
「
場
の
設
定
」
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
述
べ
て
い
る
。
今
回
は
相
手
や
目

的
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
を
重
視
し
た
。
ま
た
本
校
が

N
I
E
（
新
聞
を
教
材
と

し
て
取
り
入
れ
た
教
育
）
実
践
指
定
校
で
あ
る
こ
と
を
活
か
し
て
新
聞
を
教
材
に

用
い
て
、
先
行
実
践
を
参
考
に
し
な
が
ら
新
聞
投
書
の
単
元
を
構
想
し
た
。

(
-
)
単
元
の
概
要

単
元
名
新
聞
投
書
を
し
よ
う

時
期
令
和
元
年
一

0
月
（
全
四
時
間
）

単
元
目
標

．
互
い
の
文
章
を
批
評
し
あ

っ
て
、
文
章
表
現
に
役
立
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（指
導
事
項
：
オ
）

•
世
の
中
の
人
に
向
け
て
自
分
の
意
見
を
分
か
り
や
す
く
書
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
二
）
授
業
の
展
開

①
新
聞
投
書
を
読
む
。

生
徒
は
新
聞
を
手
に
取
る
機
会
が
少
な
い
。
ま
ず
、

(
N
I
E
実
践
指
定
校
と

し
て
）
学
校
で
保
管
し
て
い
る
新
聞
を
開
き
、
投
書
欄
を
探
し
て
読
む
こ
と
か
ら

2
 
2
 

始
め
た
。
次
に
気
づ
い
た
こ
と
を
共
有
す
る
。
ま
た
一

0
代
の
投
書
を
ま
と
め
た

プ
リ
ン
ト
も
読
ん
だ
。

②
下
書
き
を
書
く
。

テ
ー
マ
は
「
前
単
元
「
社
会
問
題
。
フ
レ
ゼ
ン
」
の
テ
ー
マ
」
「
総
合
的
な
探
究

の
時
間
で
研
究
し
て
い
る
テ
ー
マ
」
「
世
の
中
、
社
会
に
対
し
て
疑
問
に
感
じ
て

い
る
こ
と
」
か
ら
選
ぶ
。
前
単
元
と
同
じ
く
下
書
き
シ
ー
ト
[
図
5

]

に
は
目
標

と
評
価
規
準
が
明
示
し
て
あ
る
。

③
互
い
に
批
評
し
あ
っ
て
作
品
を
推
敲
す
る
。

・
「
下
書
き
シ
ー
ト
」
を
ま
わ
し
読
み
す
る
。

・
ふ
せ
ん
に
「
改
善
案
」
「
誤
字
脱
字
」
を
書
く
。

・
手
元
に
は
[
図
5

]

の
よ
う
に
ふ
せ
ん
が
貼
ら
れ
た
シ
I
卜
が
返

つ
て
V
る
o

・
自
分
の
シ
ー
ト
に
貼
ら
れ
た
ふ
せ
ん
を
も
と
に
、
下
書
き
を
修
正
す
る
。

3
 
2
 

④
推
敲
し
た
下
書
き
を
G
o
ogl
e

フ
ォ
ー
ム
に
提
出
す
る
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
用
い
て
、
掲
示
さ
れ
た
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、

G
o
ogl
e

フ
ォ
ー
ム
上
に
提
出
す
る

（
【
資
料
6
】
参
照
）。

⑤
生
徒
全
員
分
の
原
稿
を
ま
と
め
た
。フ
リ
ン
ト
を
読
む
。

,2 __..,)”•一"”→
”'()●( .. ..()  

1 •• >

•” ..n..”’J”0-
•一『鶯重』拿•はlJO亨••.”̀., "j零“°＊出

- ,_ , -
9..L9--9•, — l""',.__, •一●-.. 

·1-— m•-• 

• 『一ェ ー・・ •,,_,999 9 9ー・ •---99 [ 9"●● 
ュ・ a 9-

-●-•一•9 999● 
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［図5] ふせんが貼られた下書きシート
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(
G
o
ogl
e

フ
ォ
ー
ム
に
提
出
さ
れ
た
原
稿
デ
ー
タ
を
プ
リ
ン
ト
に
ま
と
め
る
作

業
は
、
原
稿
を
打
ち
込
む
必
要
が
な
く
非
常
に
簡
易
で
あ
る
。
）

⑥
「
最
も
共
感
し
た
投
稿
」
を
選
ん
で
、
理
由
と
と
も
に
G
o
ogl
e

フ
ォ
ー
ム
に

投
票
す
る
。
直
後
に
結
果
発
表
。

⑦
指
導
者
の
助
言
を
受
け
て
修
正
し
、

G
o
ogl
e

フ
ォ
ー
ム
に
清
書
を
提
出
す
る
。

⑧
清
書
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
た
者
か
ら
、
任
意
の
新
聞
社
に
メ
ー
ル
で
投
稿
す
る
。

投
稿
に
は
個
人
情
報
が
必
要
な
た
め
、
投
稿
の
強
制
は
し
て
い
な
い
。

（
三
）
成
果
と
課
題

①
社
会
問
題
に
対
し
て
意
見
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
っ
た
こ
と

社
会
に
目
を
向
け
、
世
の
中
で
起
き
て
い
る
問
題
に
対
し
て
意
見
を
発
信
す
る

経
験
を
通
し
て
、
社
会
問
題
に
対
し
て
意
見
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
こ
の

経
験
を
総
合
的
な
探
究
の
時
間
の
テ
ー
マ
設
定
に
も
活
か
し
て
い
き
た
い
。

《
生
徒
の
ふ
り
か
え
り
》

•
今
の
社
会
の
問
題
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
授
業
だ
っ
た
。
こ

れ
か
ら
僕
た
ち
に
は
深
く
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
、
―

み
ん
な
の
投
稿
を
読
ん
だ
り
、
自
分
の
投
稿
を
考
え
た
り
し
て
感
じ
た
。

②
読
み
手
へ
の
意
識
が
明
確
に
出
た
こ
と

こ
れ
ま
で
の
課
題
で
は
、
読
み
手
が
教
員
に
限
ら
れ
て
い
た
た
め
読
み
手
へ
の

意
識
が
出
に
く
か
っ
た
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
メ
ー
ル
で
新
聞
社
に
送

る
と
い
う
今
回
の
活
動
で
は
、
読
み
手
へ
の
意
識
が
出
た
と
思
わ
れ
る
。

《
生
徒
の
ふ
り
か
え
り
》

•
今
ま
で
何
も
考
え
ず
に
自
分
の
伝
え
た
い
こ
と
だ
け
を
書
い
て
い
た
け
ど
、

自
分
が
書
い
た
も
の
が
全
国
の
知
ら
な
い
人
達
に
読
ん
で
も
ら
え
る
か
も
し

れ
な
い
と
思
う
と
、
今
ま
で
以
上
に
内
容
を
い
ろ
ん
な
人
に
伝
わ
る
よ
う
に

し
な
い
と
い
け
な
い
と
か
、
最
後
ま
で
内
容
が
分
か
り
や
す
い
も
の
に
な
っ

て
い
る
の
か
と
か
気
を
つ
け
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
で
難
し
か
っ
た
で
す
。

・
授
業
の
枠
を
超
え
て
実
際
に
送
る
と
い
う
の
が
初
め
て
で
不
安
だ
っ
た
け

ど
上
手
に
書
け
た
か
な
と
思
い
ま
す
。
ま
た
挑
戦
し
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

上
記
二
つ
目
の
ふ
り
か
え
り
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
も
エ
ッ
セ
ー
、
短
歌
、
俳

旬
の
投
稿
な
ど
、
作
品
を
応
募
す
る
活
動
は
お
こ
な
っ
て
き
て
お
り
、
「
実
際
に

送
る
と
い
う
の
が
初
め
て
」
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
教
員
が
集
約
し
て
発

送
し
て
き
た
た
め
、
自
分
の
意
見
を
発
信
す
る
実
感
を
持
て
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

自
分
で
送
る
と
い
う
経
験
は
生
徒
に
と
っ
て
新
鮮
で
あ
り
、
有
意
義
で
あ
っ
た
。

③
教
員
と
は
異
な
る
評
価
者
に
評
価
さ
れ
る
経
験
と
な
っ
た
こ
と

今
回
は
八
四
名
中
、
四
名
の
投
書
が
掲
載
さ
れ
、
掲
載
さ
れ
た
生
徒
は
大
変
喜

ん
で
い
た
。
興
味
深
か
っ
た
の
は
、
掲
載
さ
れ
た
原
稿
は
指
導
者
が
優
れ
て
い
る

と
み
な
し
た
も
の
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
文
章
の
構
成
や
論
理
性

よ
り
も
、
高
校
生
な
ら
で
は
の
主
張
や
着
眼
点
が
評
価
さ
れ
た
よ
う
だ
。
結
果
と

し
て
教
員
と
は
異
な
る
評
価
軸
で
評
価
さ
れ
る
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
。
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《
新
聞
掲
載
さ
れ
た
投
書
（
見
出
し
）
》
※
す
べ
て
令
和
元
年
の
記
事

・
「
「
い
じ
め
は
悪
い
」
忘
れ
た
先
生
た
ち
」
（
読
売
新
聞
、
十
月
二
二
日
）

・
「
ポ
イ
ン
ト
還
元
策
不
平
等
さ
を
懸
念
」
（
読
売
新
聞
、
十
一
月
十
三
日
）

・
「
落
害
き
と
芸
術
の
違
い
理
解
を
」
（
朝
日
新
聞
、
十
一
月
十
四
日
）

・
「
「
ブ
ラ
ッ
ク
」
多
く
社
会
出
る
の
怖
い
」
（
読
売
新
聞
、
十
一
月
十
九
日
）

④
充
実
し
た
批
評
、
相
互
評
価
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と

ふ
せ
ん
の
な
か
に
は
内
容
の
改
善
に
つ
な
が
る
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
も
あ
っ
た
が
、

生
徒
同
士
の
気
兼
ね
も
あ
っ
て
当
た
り
障
り
の
な
い
も
の
が
多
く
、
批
評
と
し
て

は
不
調
で
あ
っ
た
。
コ
メ
ン
ト
内
容
に
制
限
を
か
け
る
な
ど
、
先
行
実
践
等
を
参

24 

考
に
し
な
が
ら
、
今
後
は
改
善
し
た
い
。
ま
た
相
互
投
票
で
「
共
感
」
を
規
準
と

し
た
こ
と
は
新
聞
投
書
欄
の
性
質
上
、
適
切
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

三
デ
ィ
ベ
ー
ト

社
会
問
題
を
テ
ー
マ
に
論
拠
の
妥
当
性
を
話
し
合
う
こ
と
に
焦
点
を
当
て
、
先

25 

行
研
究
を
参
考
に
し
な
が
ら
デ
イ
ベ
ー
ト
を
お
こ
な
っ
た
。
生
徒
は
一
年
次
の

「
産
業
社
会
と
人
間
」
に
お
い
て
「
社
会
へ
の
視
野
を
広
げ
る
こ
と
」
「
他
者
と
協

働
し
て
取
り
組
む
こ
と
」
を
学
習
目
標
と
し
て
年
次
全
体
で
デ
イ
ベ
ー
ト
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
そ
の
際
、
教
科
横
断
を
意
図
し
て
国
語
総
合
で
は
論
理
の
組
み
立

て
方
を
学
ん
だ
。
そ
こ
で
は
「
三
点
ロ
ジ
ッ
ク
」
を
使
っ
て
根
拠
立
て
た
意
見
文

の
書
き
方
を
学
ん
で
い
る
。

な
お
、
本
稿
で
は
総
合
的
な
探
究
の
時
間
と
の
関
連
と
し
て
、
デ
イ
ベ
ー
ト
小

論
文
に
つ
い
て
詳
述
す
る
。

（
一
）
単
元
の
概
要

単
元
名
デ
イ
ベ
ー
ト
を
し
よ
う

時
期
令
和
元
年
十
一
月
＼
十
二
月
（
全
十
一
時
間
）

単
元
目
標

・
論
拠
の
妥
当
性
を
判
断
し
な
が
ら
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
。
（
指
導
事
項
．

イ）
・
三
点
ロ
ジ
ッ
ク
を
使
っ
て
、
説
得
力
の
あ
る
主
張
が
で
き
る
。

（
二
）
授
業
の
展
開

①
デ
イ
ベ
ー
ト
の
説
明
、
三
点
ロ
ジ
ッ
ク
の
復
習

②
メ
モ
の
と
り
方
、
尋
問
の
方
法
、
信
ぴ
ょ
う
性
の
あ
る
情
報
の
集
め
方

③
ミ
ニ
デ
イ
ベ
ー
ト
（
三
人
の
グ
ル
ー
プ
内
で
デ
イ
ベ
ー
ト
を
練
習
）

④
デ
イ
ベ
ー
ト
一
回
戦
、
二
回
戦

8
 

⑤
「
超
デ
ィ
ベ
ー
ト
」

⑥
デ
イ
ベ
ー
ト
小
論
文

デ
イ
ベ
ー
ト
小
論
文
と
は
、
任
意
の
デ
イ
ベ
ー
ト
テ
ー
マ
に
つ
い
て
自
分
の
意

見
を
六

0
0
字
程
度
で
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
デ
イ
ベ
ー
ト
の
経
験
を
活
か
す
た

め
「
三
点
ロ
ジ
ッ
ク
を
用
い
た
論
理
的
な
根
拠
づ
け
を
す
る
こ
と
」
「
反
対
意
見

に
対
す
る
反
駁
を
入
れ
る
こ
と
」
の
一
一
点
を
特
に
指
導
し
、
評
価
の
観
点
と
し
た

（
一
資
料
7
】
)
。
さ
ら
に
、
総
合
的
な
探
究
の
時
間
の
論
文
執
筆
に
活
か
す
こ
と
を

念
頭
に
次
の
内
容
を
指
導
し
た
。

※
指
導
上
の
留
意
点

・
「
パ
ラ
グ
ラ
フ
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
」
の
書
き
方
で
書
く
こ
と
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「
パ
ラ
グ
ラ
フ
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
」
と
は
‘
―
つ
の
段
落
(

1

1

パ
ラ
グ
ラ
フ
）

で
―
つ
の
話
題
を
扱
い
、
複
数
の
段
落
を
組
み
合
わ
せ
て
論
理
的
に
文
章
を
構
成

す
る
方
法
で
あ
る
。
渡
辺
哲
司
ら
が
指
摘
す
る
よ
う
に
日
本
の
大
学
で
は
標
準
的

な
書
き
方
と
な
っ
て
お
り
、
高
校
の
英
語
教
育
で
は
指
導
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、

高
校
の
国
語
教
育
で
は
指
導
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か
し
パ
ラ
グ
ラ

フ
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
学
ぶ
こ
と
は
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
指
導
の
高
大
接
続
と
い
う
視

点
の
み
な
ら
ず
、
読
み
手
に
と
っ
て
読
み
や
す
い
文
章
の
組
み
立
て
方
を
身
に
つ

け
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、
有
益
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

よ
っ
て
今
回
は
パ
ラ
グ
ラ
フ
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
解
説
プ
リ
ン
ト
（
一
資
料
8
】

を
用
い
て
、
こ
の
書
き
方
で
書
く
よ
う
に
指
導
し
た
。

・
適
切
な
引
用
を
す
る
こ
と

論
文
執
筆
の
際
に
、
書
籍
や
論
文
、
資
料
等
か
ら
引
用
す
る
こ
と
は
必
須
で
あ

る
。
引
用
の
際
は
、
自
分
の
文
章
と
引
用
の
文
章
を
明
確
に
区
別
す
る
こ
と
、
出

典
・
引
用
元
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
指
導
し
た
。

（
三
）
成
果
と
課
題

①
総
合
的
な
探
究
の
時
間
に
つ
な
が
る
小
論
文
が
書
け
た
こ
と

小
論
文
で
は
、
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
指
導
し
た
パ
ラ
グ
ラ
フ
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
や

引
用
の
方
法
を
適
切
に
ふ
ま
え
た
作
品
も
あ
っ
た
（
【
資
料

9
】
)
。
総
合
的
な
探

究
の
時
間
の
論
文
執
筆
に
活
か
せ
る
ス
キ
ル
で
あ
る
。

②
議
論
の
質
が
高
い
デ
イ
ベ
ー
ト
と
な
っ
た
こ
と

前
年
度
の
デ
イ
ベ
ー
ト
と
比
べ
て
議
論
の
質
は
大
幅
に
上
昇
し
て
お
り
、
論
理

の
妥
当
性
を
判
断
す
る
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
る
。

③
指
導
事
項
が
多
す
ぎ
た
こ
と

今
回
の
単
元
で
は
指
導
事
項
が
多
す
ぎ
た
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。
パ
ラ
グ
ラ

フ
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
や
引
用
の
方
法
は
小
論
文
の
評
価
の
観
点
（
【
資
料
7
】
)
で

は
な
い
も
の
で
、
生
徒
の
な
か
に
は
消
化
し
き
れ
な
か
っ
た
者
も
い
た
。

N

お
わ
り
に

本
稿
で
は
総
合
的
な
探
究
の
時
間
と
の
教
科
連
携
を
図
っ
た
国
語
表
現
の
年
間

授
業
実
践
の
う
ち
、
社
会
問
題
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
新
聞
投
書
、
デ
イ
ベ
ー

ト
の
三
単
元
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
本
実
践
は
社
会
に
目
を
向
け
、
探
究
の
過

程
を
た
ど
り
な
が
ら
表
現
す
る
力
を
つ
け
て
い
く
授
業
で
あ
り
、
こ
こ
で
身
に
つ

け
た
力
は
総
合
的
な
探
究
の
時
間
や
将
来
に
役
立
つ
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
授
業
は
年
間
を
通
し
て
発
表
を
繰
り
返
し
た
り
、
小
論
文
を
何
度
も
書
い

た
り
と
、
本
校
の
生
徒
に
と
っ
て
大
き
い
負
荷
の
か
か
る
内
容
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
し
か
し
生
徒
は
非
常
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
一
定
の
手
応
え
感

じ
た
。

《
生
徒
の
一
年
間
の
ふ
り
か
え
り
》

•
他
の
ど
の
授
業
よ
り
も
受
験
に
必
要
な
知
識
を
学
べ
た
。
書
く
・
話
す
・

伝
え
る
・
聞
く
力
は
確
実
に
伸
び
て
い
る
と
思
う
。
皆
ま
じ
め
で
、
い
ろ
い

ろ
と
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

・
社
会
に
出
た
と
き
に
役
に
立
つ
こ
と
ば
か
り
教
え
て
も
ら
っ
た
し
、
何
よ

り
も
楽
し
く
授
業
が
受
け
ら
れ
た
。

•
と
て
も
内
容
の
濃
い
授
業
だ
っ
た
。
と
て
も
意
味
が
あ
る
授
業
で
、
将
来
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3
 
2
 

に
役
立
て
た
い
。
自
分
と
向
き
合
う
こ
と
で
、
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
知
れ
た
。

•
最
初
は
自
分
の
意
見
を
他
人
に
発
表
し
た
り
話
し
合
っ
た
り
い
や
だ
な
あ

と
思
っ
て
い
た
。
け
ど
い
つ
か
ら
か
め
っ
ち
ゃ
楽
し
く
な
っ
て
、
今
考
え
る
と
、

自
分
の
意
見
を
他
人
に
伝
え
る
の
が
好
き
に
な
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
の
国
語
表
現
の
授
業
は
総
合
的
な
探
究
の
時
間
の
た
め
に
お
こ

な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
教
科
横
断
の
視
点
に
よ
る
授
業
で
も
、
国
語
科
の

特
質
を
活
か
し
、
国
語
科
と
い
う
教
科
で
こ
そ
身
に
つ
け
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を

育
み
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
び
が
往
還
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

本
実
践
の
次
年
度
、
筆
者
は
一
時
的
に
授
業
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

そ
の
間
の
授
業
で
も
、
本
実
践
の
指
導
案
や
学
習
プ
リ
ン
ト
を
も
と
に
、
さ
ら
に

改
善
さ
れ
、
指
導
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
聞
く
。
こ
れ
か
ら
も
教
科
横
断
の
視
点

を
活
か
し
た
授
業
が
組
織
的
に
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
た
い
。
さ
ら
に
今

後
は
「
現
代
の
国
語
」
等
の
共
通
履
修
科
目
や
他
教
科
•
他
科
目
で
も
、
「
探
究
」

に
焦
点
を
当
て
て
教
科
横
断
的
な
授
業
展
開
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
目
論
ん
で
い
る
。

注
『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
―
―
1
0
年
告
示
）
解
説
総
則
編
』
四
頁

『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
三

0
年
告
示
）
解
説
総
合
的
な
探
究
の

時
間
編
』
二
六
、
一
三
頁

井
上
雅
彦
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
支
え
る
力
を
整
理
し
た
上
で
、
そ
の

う
ち
国
語
科
で
は
「
言
語
の
基
本
機
能
」
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」
「
情

報
処
理
、
活
用
能
力
」
「
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
能
力
」
に
つ
い
て
、
「
伝
え
合
う

，
 

8
 

7
 

6
 
5
 

4
 

力
を
高
め
る
」
こ
と
を
意
図
し
た
三
年
間
の
学
習
指
導
計
画
に
し
た
が
っ
て

授
業
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と

し
て
い
る
[
井
上
雅
彦
（
二

o゚
八
）
『
伝
え
合
い
を
重
視
し
た
高
等
学
校
国

語
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
実
践
的
研
究
』
渓
水
社
、
第
5
章
]

0

八
田
幸
恵
（
二

0
一
五
）
『
教
室
に
お
け
る
読
み
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
設
計
』
日

本
標
準
、
第
I
I
部
に
お
い
て
、
福
井
県
立
藤
島
高
等
学
校
、
福
井
県
立
若
狭

高
等
学
校
に
お
け
る
渡
邊
久
暢
の
単
元
「
こ
こ
ろ
」
の
実
践
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。

井
上
志
音
（
二

0
一
七
）
「
教
科
横
断
を
導
入
し
た
国
語
科
探
究
学
習
の
実
践
」

『
日
本
私
学
研
究
所
紀
要
』
第
五
三
号

田
中
宏
幸
（
二

0
一
九
）
「
高
等
学
校
「
国
語
表
現
」
の
授
業
を
ど
う
考
え
る

か
」
『
日
本
語
学
』
五
月
号
、
明
治
書
院
に
は
、
国
語
表
現
に
関
す
る
実
践
研

究
文
献
リ
ス
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

答
申
で
は
「
国
語
に
よ
る
主
体
的
な
表
現
等
が
重
視
さ
れ
た
授
業
」
、
「
「
「
話

す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
＇
「
書
く
こ
と
」
の
領
域
の
学
習
」
が
「
十
分
に
お
こ

な
わ
れ
て
い
な
い
」
と
あ
る
。
（
中
央
教
育
審
議
会
「
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中

学
校
、
高
等
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
の
学
習
指
導
要
領
等
の
改
善
及
び
必

要
な
方
策
等
に
つ
い
て
（
答
申
）
」
平
成
二
八
年
―
二
月
ニ
―
日
）

新
科
目
「
現
代
の
国
語
」
で
は
、
「
読
む
こ
と
」
の
授
業
時
数
が
一
〇
＼
二

0

単
位
時
間
程
度
と
さ
れ
る
の
に
対
し
、
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
は
二
〇
＼

三
0
単
位
時
間
程
度
、
「
書
く
こ
と
」
は
二

0
1
四
0
単
位
時
間
程
度
で
あ
る
。

文
部
省
初
等
中
等
教
育
局
長
通
知
「
総
合
学
科
に
つ
い
て
」
平
成
五
年
三
月

二
二
日
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二
年
次
生
（
平
成
三

0
年
度
入
学
生
）
は
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
の
移

行
措
置
（
先
行
実
施
）
の
対
象
で
は
な
く
、
科
目
名
は
「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」
だ
が
、
本
校
の
授
業
内
容
を
鑑
み
、
本
稿
で
は
「
総
合
的
な
探
究
の

時
間
」
に
統
一
し
て
表
記
す
る
。

本
校
ま
な
び
支
援
部
が
作
成
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
キ
ス
ト
。
章
立
て
は
「
研

究
テ
ー
マ
の
決
め
方
」
「
情
報
の
集
め
方
」
「
論
文
の
書
き
方
」
「
論
文
見
本
」

「
過
去
の
優
秀
論
文
」
な
ど
で
、
後
述
の
「
パ
ラ
グ
ラ
フ
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の

書
き
方
」
「
引
用
の
方
法
」
も
含
め
て
約
五

0
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
。

本
実
践
は
年
間
を
通
し
て
、
筆
者
も
含
め
た
三
名
の
担
当
教
員
で
共
同
で
作

り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

高
木
展
郎
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
か
ら
、
学
校
や
教
科

の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
い
た
学
習
指
導
案
を
学
校
全
体
で
作
成
す
る

こ
と
を
説
い
て
お
り
、
そ
の
考
え
を
参
考
に
し
た
宕
向
木
展
郎
（
二

0
一九）

『
評
価
が
変
わ
る
、
授
業
を
変
え
る
』
三
省
堂
、
一
五
六
頁
]

0

た
と
え
ば
、
野
中
潤
絹
著
（
二

0
一
九
）
『
学
び
の
質
を
高
め
る
！

I
C
T

で
変
え
る
国
語
授
業
』
明
治
図
書
出
版
な
ど
を
参
照
。

「B
Y

O

D

(

B

r
ing
Y
o
u
r
 O
w
n
 D
e
vi
c
e
1
1
自
宅
や
個
人
の
端
末
を
学
校
に

持
ち
込
ん
で
利
用
す
る
こ
と
）
」
の
発
想
で
あ
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て

い
な
い
生
徒
に
は
教
室
に
有
線
L
A
N
で
繋
い
だ
貸
し
出
し
用
パ
ソ
コ
ン
を

使
用
さ
せ
た
。

新
学
習
指
導
要
領
「
国
語
表
現
」
の
目
標
に
は
「
実
社
会
に
必
要
な
国
語
の

知
識
や
技
能
を
身
に
付
け
る
よ
う
に
す
る
」
と
あ
り
、
言
語
活
動
例
に
は
実

社
会
に
直
結
す
る
活
動
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

24 23 22 21 20 19 18 17 

川
嶋
直
（
二

0
一
三
）
『
K
P
法
シ
ン
プ
ル
に
伝
え
る
紙
芝
居
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
』
み
く
に
出
版
を
参
考
に
し
た
。

六
、
七
月
実
施
の
前
単
元
「
N
N
に
つ
い
て
の
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
で
も

ポ
ス
タ
ー
作
成
の
際
に
図
や
画
像
を
用
い
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

川
嶋
（
前
掲
著
、
八
四
頁
）
に
よ
る
と
、
「
K
P
法
」
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
は

思
考
整
理
法
と
い
う
意
味
で
「
K
J
法
J
を
意
識
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

田
中
宏
幸
（
二

0
一
六
）
「
「
書
く
こ
と
」
の
授
業
づ
く
り
の
基
本
的
考
え
方
」

浜
本
純
逸
監
修
、
田
中
宏
幸
絹
『
中
学
校
・
高
等
学
校
「
書
く
こ
と
」
の
学

習
指
導
実
践
史
を
ふ
ま
え
て
』
渓
水
社
、
二

0
頁

筑
波
大
学
附
属
駒
場
中
学
校
・
高
等
学
校
に
お
け
る
澤
田
英
輔
の
実
践
（
ブ

ロ
グ
『
あ
す
こ
ま
っ
！
』
）
を
参
考
に
し
た
。

・
「
は
じ
め
て
の
「
新
聞
の
読
者
投
稿
を
書
く
」
授
業
、
わ
か
っ
た
こ
と
と
反

省
点
。
」
（
二

0
一
七
年
）

h
ttps
:
/＼
a
s
k
o
m
ai

nfo¥
2
0
1
7
¥
1
2
¥
2
5
¥
5
8
7
1

・
「
新
聞
の
読
者
投
稿
を
書
く
授
業
、
2
年
目
は
こ
ん
な
風
に
し
ま
し
た
。
」

（二
0
1
-K年）

h
ttps:/＼
a
s
k
o
m
ai
n
f
o
¥
2
0
1
9
¥
0
2
¥
1
2
¥
7
1
2
5

多
く
の
生
徒
が
投
書
欄
の
書
き
手
に
は
比
較
的
高
齢
者
が
多
く
、
若
い
世
代

が
少
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
生
徒
の
な
か
で
は
一

0
代
で

あ
る
自
分
が
投
稿
す
る
と
掲
載
さ
れ
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
期
待
が
高

ま
っ
た
。

G
o
o
gl
e

フ
ォ
ー
ム
と
は
、

G
o
o
gl
e

が
提
供
し
て
い
る
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
小
テ

ス
ト
な
ど
の
作
成
・
分
析
が
で
き
る
ウ
ェ
ブ
上
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

富
谷
利
光
は
「
国
語
表
現
ー
」
で
投
書
の
授
業
実
践
を
し
て
お
り
、
投
書
の

推
敲
の
場
面
で
「
批
評
者
は
反
論
を
す
る
（
反
対
意
見
を
書
く
）
こ
と
。
で

-23 -



28 27 26 25 

き
な
い
場
合
は
質
問
を
す
る
」
と
い
う
指
導
を
し
て
い
る
孟
累
谷
利
光

（二

0
0
六
）
『
評
価
規
準
と
単
元
化
で
つ
く
る
達
成
感
の
あ
る
国
語
表
現
の

授
業
』
教
育
出
版
、
第
3
部
第
1
章
]
°
今
後
の
指
導
に
活
か
し
て
い
き
た
い
。

特
に
佐
藤
喜
久
雄
・
田
中
美
也
子
・
尾
崎
俊
明
(
-
九
九
四
）
『
中
学
・
高
校

教
師
の
た
め
の
教
室
デ
イ
ベ
ー
ト
入
門
」
創
拓
社
、
池
田
修
(
-
九
九
五
）

『
中
学
校
国
語
科
デ
イ
ベ
ー
ト
授
業
入
門
』
学
事
出
版
を
参
考
に
し
た
。

「
三
角
ロ
ジ
ッ
ク
」
と
も
言
い
、
「
主
張
」
「
事
実
」
「
理
由
付
け
（
そ
の
事
実

か
ら
な
ぜ
主
張
が
導
き
出
せ
る
か
と
い
う
説
明
）
」
の
三
つ
の
要
素
に
よ
る
論

理
の
組
み
立
て
方
で
あ
る
。
三
点
ロ
ジ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
前
任
校
の
定
時
制

高
校
に
お
け
る
筆
者
の
研
究
発
表
は
『
全
国
高
等
学
校
国
語
教
育
研
究
連
合

会
第
五

0
回
研
究
大
会
兵
庫
大
会
大
会
集
録
』
を
参
照
。

デ
イ
ベ
ー
ト
の
論
題
は
以
下
の
六
つ
で
あ
る
。
提
示
し
た
論
題
候
補
の
一
覧

か
ら
生
徒
の
希
望
を
も
と
に
採
用
し
た
。

・
選
択
的
夫
婦
別
姓
を
法
的
に
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。

・
全
世
帯
を
対
象
に
高
等
教
育
の
授
業
料
を
無
償
化
す
べ
き
で
あ
る
。

•
選
挙
権
の
年
齢
を
一
六
歳
に
引
き
下
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

・
企
業
は
男
性
の
育
児
休
業
を
義
務
付
け
る
べ
き
で
あ
る
。

・
積
極
的
安
楽
死
を
法
的
に
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。

・
出
生
前
診
断
（
遺
伝
学
的
検
査
）
を
禁
止
す
べ
き
で
あ
る
。

「
超
デ
イ
ベ
ー
ト
」
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
と
フ
ッ
サ
ー
ル
の
現
象
学
の
方

法
を
も
と
に
し
た
苫
野
一
徳
の
考
え
を
参
考
に
し
た
B
占
野
一
徳
（
二

0
一四）

『
教
育
の
力
』
講
談
社
現
代
新
書
、
ニ
ニ

0
ー
ニ
ニ
九
頁
『
「
肯
定
」
か
「
否

定
」
か
、
A
か
B
か
、
何
が
「
正
解
」
か
、
で
は
な
く
、
互
い
の
意
見
を
考

29 

え
合
わ
せ
た
上
で
、
で
き
る
だ
け
皆
が
納
得
す
る
よ
う
な
「
共
通
了
解
」
「
納

得
解
」
「
第
三
の
ア
イ
デ
ア
」
を
出
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
デ
ィ
ベ
ー
ト
終

了
後
、
班
を
半
分
に
分
け
て
、
対
立
し
て
い
た
班
と
合
流
し
、
「
現
状
の
問
題

点
」
「
そ
の
解
決
策
（
肯
定
側
の
プ
ラ
ン
を
も
と
に
）
」
「
そ
の
解
決
策
の
問
題

点
（
否
定
側
の
意
見
を
も
と
に
）
」
「
第
三
の
ア
イ
デ
ア
」
を
話
し
合
っ
た
。

渡
辺
哲
司
•
島
田
康
行
（
二
0

一
七
）
「
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
高
大
接
続
』
ひ
つ

じ
書
房
、
第
1
2
章
お
よ
び
「
付
録
パ
ラ
グ
ラ
フ
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
指
導

事
項
」
を
参
照
。
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日付

4/11 

4/18 

4/23 

4/25 

5/7 

5/9 

5/14 

5/23 

5/28 

5/30 

6/4 

6/11 

6/13 

6/25 

6/27 

7/9 

7/16 

令和元年度 2年次国語表現(2単位、28人x3講座）年間指導表

ぼ8 回数ターム 単元目1票～テーマ～ 領域 指選事項 学習活動 備考、教科書頁【評価】

木 1 表現することの難しさを知る 話す・闘くエ、目 にUじて、己 伝言ゲーム、ペアで連想したものゲーム

木 2 聞き手を~Iきつけミ竺ーチに必要なス ID.118~

聞き手を引きつけるスピーチ ェ目的や揚に応じて、言

火 3 をすることができる 葉遣いや文体など表現をェスピーチ構想メモ作り

木 4 表 ～「日本」を紹介するスピー 話す・聞く夫して効果的に話したり書 スピーチ① （前半14人）

現 チをしよう～ いたりすること。

火 5 の スピーチ② （後半14人）

基
木 1 礎 作文プリント（正しい文を書く）

火 2 を エッセーを読み、読み手を引きつける
身読み手を引きつけるエッセー ウ主張や感動などが効果 、、 一 上ろだ七mが←土ニ

木 3 にを霞くことができる 書く 的に伝わるように、論理の
っ ～「17歳からのメッセージ」 構成や描写の仕方などを工 構想メモ、下書き

火 4 け に応努しよう～ 夫して書くこと。 下書き、推敲

る

木 5 ＾ 濤書
N 

火 1 z ！紐拠立てて1」I詰文を書くこと ウ主張や感動などが効果 1JI論文を書く

火 2 字g岱：t喜：：：「異文化」をテー 書く はは悶旦喜点元垢‘なg宮塁 l」I渓文を書く

木 3 旅 夫して霞くこと。 /JI論文を霞＜

巴
火 4 NZポスターをつくる

図や写真を用いて編集して、 ァ 記題や題材に応じて情
木 5 効果的に表現することができ 報を収集し、分析して、自 NZポスターをつくる

火 7 きNZについてのポスターセッ話す・聞く分の考えをまとめたり深め ボスターセッション（講座内）
ションをしよう～ たりすること。

火 8 ポスターセッション（講座合同）

【評価】スピーチ

【評価】スピーチ

D.9~、o.164~

【
資
料
1
】
国
語
表
現

【評価）捷出原稿

p,30~ 

【評価】 I」19扁文

p,148~ 

（評価】ポスター

会場は会議室

10 

11 

12 

9/5 

9/10 

9/12 

9/17 

9/19 

9/24 

10/3 

10/8 

10/15 

10/17 

10/31 

11/5 

11/7 

11/12 

11/14 

11/19 

11/21 

11/26 

11/28 

12/3 

12/5 

12/17 

12/19 

12/24 o.118~ 

1/14 

1/16 

1/21 

1/23 

1/28 

1/30 

2/4 

2/6 

2/13 

2/18 

2/20 

2/25 

火 2 1虹”
木 3

ロ 練：習

【評liffi】準備シート

（評liffi】決勝出場者

p.65~ 

［評価】自己PR作文

p.75~ 

【評価】模擬面接

【評価】模擬面接

【評価】模擬面接

P.72~ 

【評価】志望理由書

年
間
指
導
表
（
年
度
末
に
ま
と
め
た
も
の
。
グ
レ
ー
部
分
が
本
稿
皿
で
扱
う
単
元
）
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2年次国語表現プリント⑭社会問題プレゼン

2年（）組（

評価シート

）番名前（

【目標】

・社会問題について、情報を収集し、分析して、自分の考えをまとめることができる。

・フリップを使って、わかりやすく、聞き手をひきつけながら発表することができる。

•発表を聞いて、質問をすることができる。

【自己評価ルーブリック】

情報のまとめ 発表 質問

社会問題について、信びょ 3分間を使い切り、聞き手 1人の発表に対して、平均

う性のある情報を収集し、 をひきつけながら発表す して、 2つ以上の質問をす

A 問いと主張の形で、一貫性 ることができた。 ることができた。

を持ってまとめることが

できた。

社会問題について、情報を 2分以上使って、聞き手を 1人の発表に対して、平均

B 収集し、問いと主張の形で ある程度ひきつけながら して、 1つ質問をすること

まとめることができた。 発表することができた。 ができた

社会問題について、情報を 1分以上使って、発表する 発表に対して、ほとんど質

C 
収集したが、問いと主張の ことができた。 問ができなかった。

形にまとめられていなか

った．

(1)発表を聞いて、メモを取ろう

①発表者〔 〕さん テーマ〔

内容メモ 1よかったところ
評価
・問いと主張に説得力がある
(4  • 3 • 2 • 1)点

•閲き手を引きつけた発表をしている
(4  • 3 • 2 • 1 〕点
⇒合計〔 ）点

【
資
料
2
】
授
業
プ
リ
ン
ト
例
（
「
社
会
問
題
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
評
価
シ
ー
ト
）

②発表者〔

内容メモ

〕さん テーマ〔
| 
よかったところ

評価
・問いと主張に説得力がある
(4  • 3 • 2 • I l点

•閲き手を引きつけた発表をしている
(4  • 3 • 2 • 1 l点
⇒合計〔 〕点

③発表者〔

内容メモ

〕さん テーマ〔
| 
よかったところ

評価
・問いと主張に説得力がある
(4  • 3 • 2 • 1)点

•閲き手を引きつけた発表をしている
〔 4 • 3 • 2 • 1)点
⇒合計〔 ）点

【ふりかえり】

(2)他の人の発表を聞いて、よかったこと、真似したいこと。

I ------: ----------: --: : : : :―:―: -: ----------: : :―------:―--------: :―:―-: : :―--------: _ --: : - ----I 
(3)自分の発表について、情報のまとめ方や、発表方法に関して、うまくいったこと、課題。

I ---: :―-- ---:―:―--: -------- ------: : : : : : ---- ---: : ----- --: _ --: :―: : --I 
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2年次国語表現 指導案⑪社会問題KP法プレゼン 【19年9月5日（木） ～】

単元名 フリップを使ってプレゼンテーションをしよう〔テーマ：社会問題、世界の課題〕

・社会問題について、情報を収集し、分析して、自分の考えをまとめることができる。

目標 ・フリップを使って、わかりやすく、聞き手をひきつけながら発表することができる。

•発表を聞いて、質問をすることができる。

【展開】

9/5（木）社会問題について、知る、調査する

9/10（火）プレゼン準備①

9/12（木）プレゼン準備②

9/17（火）グループ内発表会

9/19（木）代表者発表

9/24（火）小論文

【詳細】

9/5（木）

①説明

・社会問題について、知るべきである。

（大学、短大、専門学校入試等でも頻出）

9/10（火）

9/12（木）

・プレゼン準備

・フリップ記入まで終われば、発表練習

展開
•発表練習も満足した人は、別途プリント学習

※指導上の留意点

①問いと主張が結びついているか？

ここが結びつかないと、論理の一貫性がない。

（例）

「なぜか？」→理由を答える

「どうすればよいか？」→手段を答える

②主張（解決策）は、「個人の努力」ではなく社会的な視点があるか？

（例）

「少子化をとめるには？」

→△「子どもをたくさん生みます」

→「子育てしやすい環境を構築することが必要」

③わかりやすく発表するために、具体例、データ、数値を入れていくとよい。

※「ニュージーランドポスターセッション」を参考に。

成績評価対象・・・下書きシート（プリント⑬）

A 社会問題について、信ぴょう性のある情報を収集し、問いと主張の形で、一貫性をもってまと

評価 めることができている。

B 情報の信ぴょう性△・論理の一貫性△

c 情報の信ぴょう性x．論理の一貫性x

D 発表なし

【
資
料
3
】
担
当
教
員
用
の
指
導
案
（
「
社
会
問
題
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
）
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・働きやすい職場環境

・待機児童の解消
（保育園問題）

4 

合計特殊出生率

1.44 
(2016年）

三

少子化
8 

屠
・「合計特殊出生率について」（厚生労働省）

・「続く少子化政策のズレ見直しを」（朝日新
聞、2019年6月25日）

5 

労働人口の減少

↓ 

社会保障などの維持が
困難

9 9 

i問い 1

---'  

少子化をとめるには
どうすればよいのか？

【
資
料

4
】

社

会

問

題

プ

レ

ゼ

ン

テ

ー

シ

ョ

ン

6 

ロ
子育てしやすい環境を
つくることが必要

3
 

ロロニ三
フ
リ
ッ
プ
見
本
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0テーマについて、スマ心どで寓べる
ofテーマ』『費い』「纏撼・デJ『主璽＂”人の拿とめる．
0フリッブをつくる．“尾鼠とマジック）
0グルーJ内L'紐 0分＋貫軍応冨 (2分

＂こと

遍マ(ll"'『目次」から1つ遍んで、←ヮード書書く．綱：r少子化』

ふがもn百位
鵬ことメモ““'竃必ず記入すること．襲びょう笠のあるサイト鬱●くことJ

“1的屑8．心1如 19が‘炉え拿炉佳多心9＃仲；鼻訳紅II打99呵

打1i: 以i砲•間9B9が,069、§9の.. 9： ； a 釘虹 9がmmP、かパ泊nズ紺[n和 11が．g
t"ヤ約199頑ヽJFn品 ： 
i:iぐl1心ド 1J.ヤ研呵日

..,0"i'-rel,ル多ダ

""h ¢い心ヽ "“AH";:,、,

視\':i•i ~ ‘”':ffH炉“”’"’
,、t1

ホがimimi 3れ＂知柘 ゜tcp炉釘々:f釦仔
叫月9卜^ 3～ふも いわ

1q『59 l‘”..'"'""t• 1'1'114加0→”'”””49臼9が9oI299”’ 

/aq f9 4 19 9 l9 ! [9 ↑ I“ "'1 げ・i ls.7 ‘‘' "・q 

＂い（ II：『9子化鷺とめるにはとつすnばよいか？J)

和9‘ ャ9;↓t:虹ヽ yしr砂 IIヽ 釦9('かF”

主（鰐：f”'cun囁喜を3くる：：ui必璽Jl

9日紅ヽし＾＂名シヽ1,'i,~楕t，，ヽ 9 ： “rふ9.

［フリ，，示言・mいモ1つリッ～心ヰ巨国四声 m 血”‘``

m フリ，，ブ

か心•'9“":心‘んn“of，，.叱rで“”g9て＃べ‘書“•,”こ... 雌n9’叫•.“V99 炉“• 釦’ ' 9 9 ● 

9 -マ

1 ¢ギの名⑥

m、.

2 がれf，困"”ドが11‘と9"うl1tりれ“裏9なr6研す・`

ゎ'れ“節、•’Cが'I＜ち§汁が91i·グわがりわ9 ’‘いし1'“'’
・シ'tPI””~•

”Ri(Pの』卜ら996"“'ウ

3 '7人(: 1ん
7Aド1人の和'"1 ~が"”'7•

”昴,柘e、嘉o,・・1cPI,dやト塁・9°9f”tゎ•いゴ付

：：,. 芦ジ乞＂ ““年“'”’“"“’"'".....

”'ゲみ7し9ヽ eらLれ＂‘化が ,;.rs

4 f ^  lI 9,ヶ."c rる;.も|t侑,1但い419 '（心"rけ.“̀ • 1 , .9、•" ゎm、

主拓

砂名iわ{シ,f4-,“,;"-fo名ふ”が心‘tg’''9贔”ぅ；nm“研/9／、釦バ・が”9虹̂3‘;^“"し紅{'('”“釦9‘‘'9“2 tマtt． 和5 名釦f~ヽr9,、いり3 ↓ ̂  ，， 
けも？ヽ 19:.レ

g易乞か ”.'”"” 

t 』 rn“91,""OJ h炉td^d知o kいf’く"卜f;,̀'’“'ヽ心‘19f砂・}ぷ,.r9,u”t‘易•＂もも，＂‘‘‘

【
資
料

5
】

「

社

会

問

題

プ

レ

ゼ

ン

テ

ー

シ

ョ

ン

」

下

書

き

シ

ー

ト
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国語表現「新聞投書」

ーム
クラス内投稿フォ

＊必須

受訊番号を選択してください．・

名前（況字・フルネーム）を入力してください． ・

テーマ（タイトル）を入力してください。 • 

回笞を入力

投田の文nを記入してください（メモアブリにまず記入して｀それを貼り付ける
とやりやすいです）・

【
資
料
6
】

G
o
ogl
e

フ
ォ
ー
ム

投
稿
画
面

根拠づけ
反対意見に

字数
対する反駁

主張に対して論 反駁が説得力を 字数が560字以上

A 理的な根拠づけ 持ってなされて ある

がなされている いる

根拠づけをしよ 反駁しようとし

＼ B うとしている ている

根拠づけがなさ 反駁していない 字数を満たして

C れていない いない

【
資
料

7
】
「
デ
イ
ベ
ー
ト
小
論
文
」
評
価
表
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（
例
）
三
つ
の
バ
ラ
グ
ラ
フ
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
文
章

「
パ
ラ
グ
ラ
フ
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
」
と
は
‘
―
つ
の
段
落
(

1

1

パ
ラ
グ
ラ
フ
）
で
‘
―
つ
の
話
題
(

1

1

ト
ピ
ッ
ク
）
を
扱

い
、
複
数
の
段
落
を
組
み
合
わ
せ
て
論
理
的
に
文
章
を
構
成
す
る
方
法
で
あ
る
。
読
み
手
が
読
み
や
す
く
、
書
き
手
も
読
み

や
す
い
。
研
究
論
文
や
企
画
書
を
書
く
際
は
、
こ
の
手
法
が
多
く
用
い
ら
れ
る
。

「
バ
ラ
グ
ラ
フ
」
・
・
・
意
味
の
ま
と
ま
り
を
も
っ
た
形
式
段
落
の
こ
と
。

①
文
口
は
、
複
数
の
「
バ
ラ
グ
ラ
フ
」
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。

②
―
つ
の
バ
ラ
グ
ラ
フ
に
、
内
容
（
言
い
た
い
こ
と
）
は
一
っ
だ
け
で
あ
る
。

③
―
つ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
な
か
に
は

．．． 

・
バ
ラ
グ
ラ
フ
の
内
容
を
一
文
で
端
的
に
表
す
「
ポ
イ
ン
ト
セ
ン
テ
ン
ス
」
が
あ
る
。

・
「
ポ
イ
ン
ト
セ
ン
テ
ン
ス
」
の
説
明
や
根
拠
、
具
体
例
な
ど
を
書
い
た
「
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
テ
ン
ス
」
が
あ
る
。

④
「
ポ
イ
ン
ト
セ
ン
テ
ン
ス
」
は
、
原
則
と
し
て
「
パ
ラ
グ
ラ
フ
」
の
冒
頭
に
お
く
。

※
「
ポ
イ
ン
ト
セ
ン
テ
ン
ス
」
だ
け
を
つ
な
げ
る
と
、
全
体
の
要
約
に
な
る
。

「
パ
ラ
グ
ラ
フ
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
」

【
問
】
ポ
イ
ン
ト
セ
ン
テ
ン
ス
に

11を
引
こ
う
。

学
校
の
昼
食
は
弁
当
と
給
食
の
ど
ち
ら
が
よ
い
だ

二
]
二
[
i
s
]
"
]
]
口

効
率
が
よ
い
。
材
料
を
ま
と
め
て
購
入
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
費
用
を
低
く
抑
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

ま
た
、
給
食
は
栄
養
面
に
お
い
て
優
れ
て
い
る
。
弁

当
は
家
庭
に
よ
っ
て
は
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
十
分
に
考

慮
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
得
る
。
だ
が
、
給
食
は

プ
ロ
の
栄
養
士
が
献
立
を
決
め
る
の
で
そ
う
い
う
問

題
は
起
こ
ら
な
い
。
調
理
し
た
て
の
温
か
い
状
態
な
の

で
味
が
よ
く
、
成
長
期
の
体
に
必
要
な
栄
養
を
、
よ
く

考
え
ら
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
で
お
い
し
く
摂
取
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

以
上
の
理
由
か
ら
、
弁
当
よ
り
も
給
食
の
ほ
う
が
学

校
の
昼
食
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
の
で
あ
る
。

※

r
国
語
表
現
改
訂
版
』
よ
リ
＿
部
改
変

と
は

【
資
料
8
】
「
パ
ラ
グ
ラ
フ
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
」
解
説
プ
リ
ン
ト

企
業
は
男
性
の
育
児
休
業
を
義
務
づ
け
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
私
は
、

義
務
づ
け
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。
理
由
は
二
つ
あ
る
。

―
つ
目
は
、
義
務
化
で
強
制
す
る
の
は
お
か
し
い
か
ら
だ
。
「
男
性
の
育
児

休
業
』
の
著
者
で
あ
る
武
石
恵
美
子
は
「
本
来
育
休
は
取
り
た
い
人
が
取
れ

る
権
利
で
あ
り
、
誰
か
が
取
り
な
さ
い
と
強
制
す
る
も
の
で
は
な
い
」
「
女
性

に
も
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
育
休
を
な
ぜ
男
性
だ
け
義
務
化
す
る
の
か
」

と
述
べ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
義
務
化
に
す
る
こ
と
で
男
性
は
育
児
休
業
を

取
り
や
す
く
な
る
だ
ろ
う
し
、
今
ま
で
育
児
に
興
味
が
な
か
っ
た
男
性
も
育

児
を
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
武
石
恵
美
子
が
述
べ
た
よ
う
に
、
収

入
に
不
安
が
あ
る
の
に
義
務
化
す
る
こ
と
で
育
児
休
業
を
拒
め
な
い
と
い
う

の
は
問
題
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

二
つ
目
は
、
育
休
を
義
務
づ
け
た
か
ら
と
い
っ
て
育
児
を
す
る
と
は
限
ら

な
い
か
ら
だ
。
た
し
か
に
、
育
休
を
取
れ
た
ら
育
児
を
が
ん
ば
る
人
も
い
て
、

夫
婦
仲
も
よ
く
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
平
成
三
十
年
の
コ
ネ
ク
ト
に
よ
る

「
パ
パ
の
育
休
の
過
ご
し
方
を
考
え
る
」
と
い
う
冊
子
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

と
、
育
休
中
の
夫
の
三
人
に
一
人
が
家
事
、
育
児
が
二
時
間
以
下
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
現
在
自
主
的
に
取
っ
た
育
休
で
す
ら
育
児
を
き
ち
ん
と
や
っ

て
い
る
人
は
少
な
い
の
に
、
義
務
化
し
て
強
制
し
た
と
こ
ろ
で
実
際
に
家
事

や
育
児
を
す
る
人
は
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
で
は
、
義
務
す
る
意
味

が
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
私
は
、
企
業
は
男
性
の
育
児
休
業
を
義
務
づ
け
る
べ
き

で
は
な
い
と
主
張
す
る
。

企
業
は
男
性
の
育
児
休
業
を
義
務
づ
け
る
べ
き
な
の
か

【
資
料
9
】
「
デ
イ
ベ
ー
ト
小
論
文
」
生
徒
作
品
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